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ル植物であるトマトを材料に、PEPCK 遺伝子を過剰発現 / 発現抑制した形質転換体トマトを作出し、
その特性解析を通して PEPCK の生理機能解明に取り組んだものである。 
まず、著者の所属研究室の先行研究で作出された トマト PEPCK 遺伝子 SlPEPCK の発現抑制形質転
換体の特性解析を行った。具体的には、恒常的発現プロモーターである カリフラワーモザイクウイル










している SlPEPCK はトマトで機能している唯一の PEPCK 遺伝子であることが明らかとなった。 
続いて、PEPCK 過剰発現の効果を検証するため、SlPEPCK cDNA全長を CaMV 35S プロモーター もし
くは E8 プロモーターに連結した形質転換ベクターを作製し、アグロバクテリウム法によりトマトへ形
質転換を行った。得られた形質転換系統より導入遺伝子が１コピー・ホモ接合体で PEPCK 発現が３倍
以上のエリート系統を CaMV 35S プロモーター 駆動型で4系統、E8 プロモーター駆動型で５系統獲得
した。これらの系統について、赤熟果実における果実成分（糖、有機酸）および表現形質解析（実生生
長、栄養生長、果実収量等）を解析し、赤熟果実において糖含量が増加し、リンゴ酸含量が減少するこ
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